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【学 フォーラム】 

 

ー ールにおける ーディ ー ン ー ング の 作研究 

岡崎 子大学 4年 藤愛  

 

要 旨 

 学 に していた ー ール で ーディ ー ン ー ングを 成の

に わ て行っていたが、必 しも ー ングしたい 分の の動きと が っていな

いとこ があった。そこで ーディ ー ン ー ングの動きの内 と ンク し

た を 作することを目的とし、本研究を行った。 ーディ ー ン ー ングについ

ての調査を行い、 ー ングしたい の動きを考 し、それに ンク した

による を 作した。その 、 作した ーディ ー ン ー ング の実 を行

い、 指 からの を き、考 を行った。 ン ー 結果から、 作し ーディ

ー ン ー ング が、 指 にある 度 け れられていることが示 さ

れた。 

１． 研究目的 

 「 ーディ ー ン ー ングとは、 動における一 の を かつ 確に行う、

定位能力、 能力、 結能力、 能力、 別能力、 ム能力、 ラン 能力の 7つの能

力を 上さ るものである。」（ 岡、 本ら 2020）1）したがって、 ーディ ー ン

ー ングは、 で 的な 果を られるということから、 ポー 指 学 育な

の 動指 の現場において ォー ング ッ として取り れられている。 果的な 動能力

の 上につながるということから、 ー ールの ォー ング ッ として ーディ ー

ン ー ングを行うことで 能の上 的な 果が される。そこで自分が行って

きたときは ーディ ー ン ー ングを 成の に わ て行っていた。必 しも

ー ングしたい 分の の動きと が っていないとこ があった。 ーディ ー

ン ー ングの の動きの内 と ンク した を 作することを目的とした。 

２． 研究方  

 ーディ ー ン ー ングについての調査を行い、 ー ングしたい の動きを

考 し、それに ンク した を 作した。 を 作する際には、事前準 として、

の基 知 である、 理論、 、 ・ 分析を 分に行った。その 作した

ーディ ー ン ー ング を 学 の ー ール （16 ）に実 してもらい、

実 に ン ー を行った。また、指 からの も き、考 を行った。 

． 作した ーディ ー ン ー ング について 

・ ォー ング ッ （ ・42 ） 

ラン 能力・定位能力（ ・45 ） 

上 を し、 を に広 、 方に上 た は を ばし、つま先が の高さになるま

でなる く高く上 る。 に の を行う。 

能力（ ・41 ） 

を に広 、 と を く し、 ー ールの ーブのような をとる。 れ

る の 域に わ て、 ちらかに素 く移動する。（高い は 、 い は に動き、

は ラーな で 的に る。） 
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結能力（ ・54 ） 

を に開き、 する。 の力を き、 行 のように の を前 に る。最 は

い ングを行い、 に よりも が高くなるように大きな ングを行う。最 に ン

グの としての の 転を行う。 

結能力（ ・42 ） 

クの ッ を の ムに わ て行う。その 、 えの に る。 

別能力（ ・50 ） 

ン を 用した ッ 動。 ック ッ 、A ッ 、V ッ 、 ン

ーの動きを行う。 

能力・ 結能力・ ム能力（ ・2分46 ） 

動 の をしながら動く 動。うさ （ をついて ぶ）、くま（ をつかないで つ

いで動く）、 （ けで のみで動く）、あ らし（ は わ に けで上 を支

えて進 動き）の をとり、動く。 

・クール ン（ 61 ） 

． 研究結果 

 ーディ ー ン ー ングの ン ー 結果より、 ー ングを行う けではなく、

と わ て行うことで、 ム く力も うことができると じた。また、 と組

み わ たことにより、 しみながらできたのではないかと考える。 ン ー の 目で

ある、 「 ー ングの さは うでしたか 」 「 と動きは っていましたか 」

「このような ー ングを りたいと いますか 」については、 定的な が れも

100 であった。また 「 ー ールの動きに ちそうですか 」については、 定的な

が 88 であった。このことから、 ー ールにおける ーディ ー ン ー ング

は にある 度 け れられていることが示 された。また、 ン ー の自 では、

ー ールの動きにつながるといった な があったため、考 した の動きと は

ンク していることが示 された。 

． まとめ 

 今 は ー ールの ーディ ー ン ー ングの の 作研究を行うにあたり、

作 けではなく、実 研究発 を行った。その で、 と ポー な を組み わ る

ことは しくできる かに、 く力・考える力・ ム な も うことができると じた。  

今 の として、他 の ポー の ーディ ー ン ー ングの 、他 の

ポー 、他の教 と を組み わ た教 的な研究を進めていきたい。 

 

 本研究は岡崎 子大学研究 理 査による を て施行した（ 4年度通知 04035）。

に しては研究についての説明をし、資 は 化し個人 保 に して行った。 

 

1） 岡 成 本 （2020）「 の ーディ ー ン ー ングがもたらす 的

果について」 崎 学会 30 pp.1 2 

 

 本研究において、実 の ン ー 調査に 力く さった 学 と指 の 、また本

研究を行うにあたり助 を きました岡崎 子大学子 も教育学 教  人先 に

より し上 ます。 
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